



























が多い。さらに Scientific Word は有料でオープンソース・ソフトウェアで
はない。




すなわち「What You See is What You Get （見ている状態が手に入るのと同
じ状態）」の原則に基づいている。それに対して，LyX の原則は WYSIWYM,
すなわち「What You See Is What You Mean （見ている状態が意図している
状態）」である。ワープロと違い印刷物とは完全に同じでない。ワープロは
バイナリファイルを扱うけれど， LyX はテキストファイルを扱い， latex 
のソースコードに変換可能である。また latex と違い， LyX では画面に数








かれている。宮﨑 （2015a）で述べたように，これからは lualatex や xelatex
が主流になると考えられる。
この研究ノートは最近の latex の動向を踏まえつつ，学術研究，つまり
論文作成に焦点をあてて， LyX について紹介していく。 xelatex を紹介し
















すでに texlive 2015以上をダウンロードしているとする。texlive につい
て宮﨑 （2015a）を参照されたい。
2.1　LyXのインストール 
Windows や Mac などでバイナリをインストールするには, 
http://www.lyx.org/WebJa.Home
にいき，ダウンロードして実行すればよい。執筆時点の最新版は2.2であ
る。私自身 Mac で LyX 2.2 を用いているが，執筆時点いくつか不具合があ
るため2.1と併用している。近い将来安定すると思われる。
Windows で bundle 版があるが，これは latex エンジンも同時にインスト
ールするインストーラーである。ただ日本語に対応していない MikTeX 
（http://miktex.org/）をインストールするので，日本語を使用するなら，






















latex で日本語を用いるにはコンパイルエンジンを platex にして，スタ
イルファイルを jsarticle を用いるのが定番であったが，最近 xelatex, 
lualatex, pdflatex, uplatexが 注 目 さ れ て い る。 texlive 2015 以 降 な ら， 






#% Do not delete the line below; configure depends on this
# \DeclareLaTeXClass{Japanese Article (bxjsarticle)}
# \DeclareCategory{Articles} 
# Japanese new article textclass definition file. 
# This style provides japanese features
Format 60
Provides japanese 1 




こ の フ ァ イ ル を Mac OS Xな ら フ ォ ル ダ ~/Library/Application 
Support/LyX-2.2/layouts/ にコピーする。 linux なら ~/.lyx/layouts 
である。 Windows なら %APPDATA%\Roaming\LyX2.2\layouts\ である。そ
の後メニューバーの ［ツール（T）］をクリックし，出てきたメニューの ［再
初期設定（R）］をクリックして LyX を再起動する。
なお bxjsarticle 以外のスタイルファイル bxjsbook, bxjsreport も同様に
すればよい。これらを LyX に導入するには以下を参照されたい。
https://texwiki.texjp.org/?LyX%2F%E8%A8%AD%E5%AE%9A#g3fd040c
そこには ltjsarticle および ltjsbook についての設定も説明されている。
2.3　環境設定 











れているが，上手くいかなければここで指定する。 El Captain 以降の Mac 
OS では latex の実行ファイルは /Library/Tex/texbin になっていること
に注意されたい。








さらに bibtex がユニコードで動くよう upbibtex に変更する。具体的には
［書誌情報の生成］の［処理子］を任意設定にして，すぐ下のコマンドを 
upbibtex とする。また［日本語処理子］の入力ボックスを空欄にする。
さらに索引作成も mendex でなくユニコード対応にした upmendex ほう
がよい。ただ texlive 2016以降からしか含まれていない。texlive 2016以降
なら，［索引情報の生成］の［処理子］を任意設定にして，すぐ下のコマン
ドを upmendex -c -q とする。また［日本語処理子］の入力ボックスを空
欄にする。texlive 2015を用いているのなら，論文作成には索引を使うこと
はほとんどないので, mendex -c -q のままでよいだろう。
［ファイル処理］→［変換子］で次の２つを変更する。まず内部でユニコ
ードに対応した uplatex で実行するために， ［Latex (pLaTeX) → DVI］の変
換子を uplatex に，追加フラグを latex=uplatex に修正する。次に latex 
のソースコードを日本語であっても読み込めるように［Latex (plain) → 
LyX］の変換子で tex2lyx-f $$i $$o となっているのを tex2lyx -e utf8 
-f $$i $$o に修正する。
ところで［ツール ］→［環境構成］を実行したときに，いくつかはデフ
ォルトに戻ってしまうことがあるので注 意されたい。私の環境では 
































































と書き加える。また uplatex でなく platex をコンパイルエンジンに使う



















































p を同時に押し s と打つ。Windows と Ubuntu では ［Alt］と p を同時に押
し， s と打つ。
バージョン2.1だと Mac と Windows の環境選択ボックス内の日本語フ















い く つ か の 箇 条 書 き が 作 れ る。 記 号 の み の itemize, 番 号 づ け の 




























カットは Mac ではコマンドキーと m を同時に押し，それ以外だと ［Ctrl］
と m を同時に押す。［別行立て数式］は, Mac ではコマンドキーとシフトキ















































トを選択する。なお (u) platex を用いている場合，日本語に対応していな


















ている。Beamer については宮﨑 （2015a）を参照されたい。LyX でも 
Beamer スタイルを扱える。それぞれの latex エンジンでの設定方法と使い
方を述べる。なお古いバージョンの LyX で作成した beamer 対応の文書は
最新版では読み込めなくなっているので注意が必要である。
4.2.1　xelatex 














デフォルトなら usetheme と usecolortheme は書き加えなくてもよい。
どのようなテーマがあるかについては以下を参照されたい。
http://www.hartwork.org/beamer-theme-matrix/
最後の usefonttheme は professionalfonts を選択することで，綺麗な
数式を表示させることができる。
4.2.2　lualatex 
luatex についてはプリアンブル部以外は xelatex のときと同じである。
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レイアウトをいちいち移動するのは面倒なので, LyX の設定ファイル 
user.bind に以下を付け加える。
\bind "M-p f" "layout Frame"
\bind "M-s M-a" "flex-insert Alert"
\bind "M-s M-s" "flex-insert Structure"
設定ファイル user.bind は Mac だとフォルダ ~/Library/Application 
Support/LyX-2.2/bind/ にある。 linux なら ~/.lyx/bind である。Windows 
なら %APPDATA%\LyX2.2\bind\ である。こうすると，ショートカットで入
力することができる。たとえば Mac だと ［Ctrl］と p を同時に押し，f と
打てばレイアウトがフレームになる。Windows と Ubuntu では ［Alt］と p
を同時に押し， f と打つ。
















［出力］ → ［Latex］として BibTeX がユニコードで動くよう upbibtex に変
更する。その上で［文書］→［設定］で図２を出現させる。そして［書誌
情報］で ［引用様式］の Natbib をチェックし, Natbib 様式を著者−年にす
る。
開いたファイルの本文内で ［挿入］→［一覧］ → ［BiBTeX書誌情報］と
し，データベースで使いたい bib ファイルと，様式で使いたい bst ファイ
ルを選択する。ただし英語論文を bxjsarticle 以外のスタイルファイルで 
pdflatex で実行する際には, jecon.bst を選択してはうまく動作しない。
そのあと，参照したい箇所を選択して，［挿入］→［文献引用］で引用し




宮﨑 （2015b）で述べたように私は Zotero で文献管理し， bib ファイルを




他にも bib ファイル管理は JabRef （http://www.jabref.org/）というソフト




LyX は Sweave および knitr も対応可能である。どちらも tex に R コー
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ドを埋め込んで，文章を作成する R のパッケージである。 Sweave はイン
ストールしたらデフォルトで装備されているが， knitr は latex だけでなく 
html や docx など他の形式での出力も可能であり，現在，再現可能文章を
作成する際には標準ツールになりつつある。ここでは knitr に絞って説明
する。この knitr については宮崎 （2016）も参照されたい。
なお LyX で knitr を利用して PDF 出力することができるのは， latex の
エンジンが pdflatex と lualatex と xelatex のときのみである。 uplatex の
ときは Rnw ファイルもしくは texファイルとしてしか出力できない。
RStudio で tex ファイルに変換したり, Texmaker で pdf に変換する必要
がある。
4.4.1　設定 
［文書］→［設定］で図２を出現させる。そして ［モジュール］で Rnw 
(knitr) を選択し，［追加］を押せばよい。なお Mac の場合，ホームディ









など打ちこんで,［文章］→［表示 （他形式）］ → ［PDF （xelatex）］を選択
すればよい。
ただ RStudio とちがって，チャンクコードを便利に編集する機能はな








1 + 1 


























# the kframe environment does not work with allowframebreaks, 
so remove it




















ときは data.Rmd を作成し，その出力を project.csv とする。大規模な計
算結果の図表は pdf 形式や tex 形式で出力しておく。もしくはその計算を 
knitr をつかって project.R を出力する。
英語論文は article.lyx に日本語論文は jarticle.lyx とする。参考文
献のために project.bib を，作図や作表のため project.R を読み込む。
プレゼンファイルは英語の場合 beamer.lyx とし，日本語の場合 jbeamer.
lyx とする。これらは LyX から pdf や tex ファイルとして出力することが
できる。
まとめると， project フォルダ内に project.bib と jecon.bst およびデ
ータファイルを用意し， LyX で project.lyx を, RStudio で project.Rmd 
を研究ノートとして作成する。論文やプレゼンファイルは英語の場合 
article.lyx, beamer.lyxで 作 成 し， 日 本 語 の 場 合 は article.lyx, 
jbeamer.lyx で作成する。
論文の基本は研究ノート project.lyx と project.Rmd であり，ここの
ファイルは常に最新の結果を反映しておく。それをもとに論文やプレゼン
ファイルを knitr を用いて出来る限り自動化する。このようにしておけば,
コピペのミスもほとんどなく，再現可能論文が作成可能になるであろう。
論文の作成過程において過去の方法が望ましかったときがしばしばあ
り，またプレゼンファイルは報告時間によってスライドの数が変るため複
数のファイルを用意しようとしてどれが最新が混乱することもある。また
共同で論文を作成するときには互いにどの箇所を修正したのかのやりとり
が必要になる。こうしたことはソフトウェア開発で常識となりつつあるバ
ージョン管理を使えば解決できる。次回ではこのバージョン管理について
現在主流となっている Git について紹介する。
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